
第一種電気工事士下期学科試験筆記方式

◆　解答とポイント解説　◆

　10月４日（日）に令和８年度第一種電気工事士下期
学科試験（筆記方式）が実施されました。
　ここでは問い合わせをいただくことの多い計算問
題を中心に解説します。
　試験問題はhttps://www.shiken.or.jp/construction/
upload/20261004_co_first_q01.pdfよりダウンロー
ドしてください。

１．ハ．
　図のように、静電容
量C〔F〕のコンデンサに
直流電圧V〔V〕を加えた
とき、コンデンサに蓄え
られる静電エネルギーW

〔J〕は、次式で与えられる。
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1 2〔 〕=

　C＝5〔µF〕＝5×10－6〔F〕、V＝10〔V〕を代入する
と、
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　図１は、図２のようになり、10 Ωの抵抗２個の
並列合成抵抗は和分の積の公式により、
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積 × 〔 〕Ω=
+

=

から図３となる。
　図３から回路の合成抵抗は、5＋5＝10〔Ω〕であり
電流 I0〔A〕は、

　　 AI 10
20 20 〔 〕= =

図
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　図２から I1 と I2 は、分流の公式により、

　　 AI I 2 10 10
10 11 2 × 〔 〕= =
+

=

　図１の８Ωの抵抗に加わる電圧Va〔V〕は、
　　 VV I 8 1 8 8a 1 × × 〔 〕= = =

　５Ωの抵抗に加わる電圧Vb〔V〕は、
　　 VV I 5 1 5 5b 2 × × 〔 〕= = =

　a-b間の電圧Vab〔V〕は、
　　 VV V V 8 5 3ab a b 〔 〕= - = - =
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　図１の抵抗20 Ωに流れる電流 IRは、

　　 AI 20
200 10R 〔 〕= =

　回路の力率cosiは、図２の電流の直角三角形よ
り、
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　100倍すると50〔％〕となる。
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　図１のように交流回路にダイオードを接続する
と、抵抗に加わる電圧は図２のような半波整流波形
となり正の電流のみが流れる。そのためダイオード
を接続したとき、抵抗で消費する電力はダイオード
がない場合の1/2倍となる。

お知らせ

技能試験対策はこれ１冊でOK
　技能試験関連の書籍で迷われ
ているようなら「2026年版　
第一種電気工事士技能試験 公
表問題の合格解答」がオススメ
です。大判、フルカラーで見や
すく、わかりやすい！
　詳細目次は、コチラより！

https://www.ohmsha.co.jp/book/9784274234613.html


　ダイオードがない場合に流れる電流（交流回路の
電流）I〔A〕は、

　　 AI 10
100 10〔 〕= =

　消費電力PAC〔W〕は、
　　 WP I R 10 10 1000AC

2 × 〔 〕= = =2

　ダイオードがある場合の消費電力PDC〔W〕は、

　　 WP
P

2 2
1000 500DC

AC 〔 〕= = =
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　図１の三相回路の1相を取り出して図２の回路で
考える。
　１相のインピーダンスZは、
　　Z R X 400 2012 16L

2 2 2 2 〔 〕Ω= + = + = =

　相電流 Ip〔A〕は、

　　 AI
Z
V

20
200 10p 〔 〕= = =

　図１の線電流 I〔A〕は、図２の相電流 Ipの 3 倍
なので、
　　 . AI I3 10 17 33p × ≒ 〔 〕= =
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図１　単相３線式配電線路
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図２　与えられているベクトル図
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図３　中性線の電流を求めるベクトル図
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　図１の各電流の関係を表すベクトル図を図３に示
す。
　負荷Aの力率が50％（cosi＝0.5）より I・AはE・より
i＝60°だけ位相が遅れる。また負荷Bの力率が100 
％より抵抗負荷なので I・BはE・と同位相（図３の矢の
向きが右方向で同じ）となる。
  中性線の電流 I・Nは、I・Aと－I・Bのベクトル合成電流
で次式で表せる。
　　I I IN A B＋= -o o o_ i

  問題図で与えられているベクトル図（図２）をもと
に I・Aと－I・Bで平行四辺形を描けば図３のベクトル図
が得られ、３つの正三角形から I・A、I・B、I・Nの各電流
の矢の長さ（電流値）は同じであり、中性線に流れる
電流 I・Nの大きさは10〔A〕となる。
７．ハ．
　負荷A、Bの消費電力P＝800〔W〕、力率cosi＝
0.8、電圧V＝100〔V〕の条件を電力の公式に当ては
めて、電流 I〔A〕を求める。

お知らせ

技能試験に備えて対策を始めよう！
　技能試験は「一夜漬け」が難しいため早めの
対策が重要です。ただし、電線や端子台などの
材料を一つ一つ集めることは大変です。そこで、
オーム社オリジナルの材料セットを活用してみ
てはいかがでしょうか。
　2026年版 第一種電気工事士技能試験 材料
セットはコチラよりお求めいただけます。

https://www.ohmsha.co.jp/license/denkou1/denkou-set.html


図　単相３線式配電線路
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　負荷は平衡しており中性線の電流は０Aで、中性
線に損失は生じない。
　この配電線路の電力損失Ploss〔W〕（上下の電線２
線分の損失）は、電線１線当たりの抵抗を r〔Ω〕とす
ると、
　　 . WP I r2 2 10 0 4 80loss

2 2× × 〔 〕= = =
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　三相配電系統における基準容量S基準〔V・A〕は、基
準電圧をV〔V〕、基準電流を I〔A〕とすると、
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　V〔kV〕＝V×103〔V〕を代入して基準電流 I〔A〕を
求めると、

　　 AI
V3 10

10 10
3

6

×
× 〔 〕=

　受電点における三相短絡電流 Is〔A〕は、百分率イ
ンピーダンスをZ〔%〕とすると、
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　図１の三相の 結線回路の１相を取り出した回
路を図２に示す。
  図２の静電容量C〔F〕の容量性リアクタンスXC

〔Ω〕は、周波数が f〔Hz〕の角速度~＝2rf 〔rad/s〕よ
り、

百分率インピーダンス

A三相短絡電流 基準電流 〔 〕=
少数で表した      f p
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　コンデンサに流入する電流 I〔A〕は、
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　コンデンサの全無効電力（進相容量）Q〔var〕は、
図２の１相分の無効電力（相電圧×電流）の３倍とな
る。
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　三相かご形誘導電動機の回転速度N〔min−1〕は、
同期回転速度をNs、滑りを s（小数）としたとき、
　　 minN N s1 1

s 〔 〕= - -] g

であり、
　N＝1140、s＝0.05を代入し、Nsを求めると、
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　次式の同期回転速度Nsを表す公式にNs＝1 200、
極数p＝6を代入し周波数 f〔Hz〕を求めると、
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図１　高圧進相コンデンサ
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